
奈
良
。
東
大
寺
仏
飩
屋
下
層
遺
構

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
雑
司
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
三
年
（昭
５８
）
七
月
ｉ

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
中
井

一
夫

５
　
逹退
跡
の
種
類
　
寺
院

６
　
注還
跡
の
年
代
　
八
ｉ
九
世
紀

７
　
連退
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

広
大
な
寺
域
を
も
つ
東
大
寺
の
東
端
に
所
在
す
る
二
月
堂
は
、
毎
年
三
月
に

行
わ
れ
る
お
水
取
の
行
事
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
行
事
に
関
連
す
る

建
築
物
が
他
に
も
多
く
あ
る
こ

と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

仏
飩
屋
は
こ
の
行
事
を
取
り
行

う
僧
集
団
（練
行
衆
）
の
食
事
を

つ
く
る
た
め
の
建
物
で
、
二
月

堂
に
登
る
長
い
石
段
の
下
に
所

在
す
る
。
鎌
倉
時
代
に
建
築
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
現
在
の
建

物
は
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
の
解
体
修
理
が
四
月
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
解
体
修
理

に
伴
う
礎
石
の
除
去

・
下
部
の
調
査
に
よ
り
、
掘
立
柱
の
検
出

・
多
量
の
遺
物

の
出
土
等
が
あ
り
、
七
月
か
ら
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
が
、
こ
れ
の
下

部
調
査
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

調
査
に
よ
り
検
出
さ
れ
た
遺
構
に
は
、
掘
立
柱
建
物
二

。
礎
石
建
物

一
・
道

路

一
・
溝

一
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は
時
間
的
な
差
が
あ
り
、
Ｉ
期
ｉ
Ⅲ
期
に
大

別
で
き
、
Ｉ
期
は
さ
ら
に
二
つ
の
小
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

Ｉ
期
（古
）
は
、
基
壇
状
の
石
垣
を
も

っ
た
掘
立
柱
建
物
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
、

こ
れ
の
建
物
の
東
南
隅
部
の
柱
の
掘
形
の
中
よ
り
和
同
開
珠
の
銀
銭
を
半
裁
し

た
も
の
が
出
土
し
た
。
建
物
の
周
辺
は
自
然
地
形
に
近
い
姿
の
ま
ま
で
あ

っ
た

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
１
期
（新
）
は
、
基
壇
状
の
石
垣
の
外
側
に
も
う
ひ
と
つ
の

石
垣
を
つ
く
り
こ
れ
を
溝
と
し
、
こ
れ
よ
り
南
側
を
道
路
と
し
て
い
る
。
道
路

に
は
大
き
な
石
が
敷
き
つ
め
ら
れ
て
い
た
。
道
路
は
谷
地
形
部
を

一
部
削
り
、

一
部
埋
め
て
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
谷
を
埋
め
た
上
の
中
よ
り
奈
良
時
代
後

半
の
上
器
や
、
緑
釉
瓦
片
が
出
上
し
て
い
る
。
溝
内
に
は
黒
色
土
器
が
多
量
に

入
っ
て
お
り
、
そ
の
廃
棄
の
時
期
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
木
簡
（桧
扇
）
は
、

こ
の
溝
内
に
転
落
し
た
石
と
溝
底
に
は
さ
ま
れ
た
状
態
で
出
上
し
た
。
建
物
は

東
西
棟
で
三
間
以
上
、
南
北
は
二
間
で
あ
る
。
柱
の
直
径
は
約
四
Ｏ
ｃｍ
で
あ

っ

た
。
床
の
存
在
を
示
す
柱
も
あ

っ
た
。
Ⅱ
期
の
建
物
は
南
北
棟
で
二
間
×
三
間

で
あ

っ
た
が
、
建
物
中
央
に
竃
が
あ
り
、
現
仏
釣
屋
と
同
様
の
目
的
を
も

っ
た

建
物
で
あ
っ
た
可
能
性
の
強
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
期
の
建
物
に
関
し
て

(奈良)



1983年出上の木簡

は
、
そ
の
上
限
を
八
世
紀
前
半
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
、
東
大
寺

の
前
身
と
し

て
の
金
鐘
寺
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

他
に
Ｆ
期
（新
）
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
土
層
中
か
ら
は

「東
寺
」
「
造
寺
」

「
上
院
」
「
大
同
」
等
の
墨
書
の
あ
る
土
器
が
出
上
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

⑪
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）
赴
ｏ
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（中
井

一
夫
）

兵
庫
県

。
山
垣
遺
跡
の
発
掘
調
査
概
報

第
五
回
木
簡
学
会
の
研
究
報
告
で
関
心
を
集
め
、
本
誌
に
も
紹
介
さ
れ

て
い
る
山
垣
遺
跡
の
発
掘
調
査
概
報
が
刊
行
さ
れ
た
。
八
世
紀
初
頭
に
遡

る
里
に
関
連
し
た
役
所
の
可
能
性
が
あ
る
遺
跡
で
注
目
さ
れ
る
が
、
概
報

で
は
遺
跡

・
遺
物
の
詳
し
い
解
説
の
他
、
木
簡
全
点
の
釈
文
と
写
真
が
掲

載
さ
れ
て
お
り
有
益
で
あ
る
。

兵
庫
県
教
育
委
員
会
発
行

『
山
垣
遺
跡

（近
畿
自
動
車
道
関
係
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
報
ご

（Ｂ
五
版
　
一二
〇
頁
　
一
九
八
四
年
三
月
刊
）

け‘‐で‐‘‐ぐブヽ
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奈
良
・藤
原
宮
跡

所
在
地
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
縄
手
町

・
飛
騨
町

調
査
期
間
　
　
西
面
中
門
地
域
　
一
九
八
三
年
（昭
５８
）
八
月
ぞ

一
二
月
、

宮
南
面
外
周
帯
地
域
　
一
九
八
三
年
八
月
ｉ
九
月

発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
烏
藤
原
官
跡
発
掘
調
査
部

調
査
担
当
者
　
符
野
　
久

遺
跡
の
種
類
　
宮
殿

。
官
衛
跡

遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
末
ぞ
八
世
紀
初
頭

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一　

西
面
中
門
地
域

（第
二
七
次
調
査
）

当
調
査
は
宮
の
西
面
で
、
宮
の
東
西
中
軸
線
上
の
西
面
中
門
推
定
地
で
行

っ

た
。
面
積
は
一
〇
〇
八
∬
で
あ
る
。

検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
西
面
大
垣

・
外
濠
で
、
予
想
さ
れ
た
西
面
中
門
は

後
世
の
削
平
を
う
け
て
検
出
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
他
に
は
藤
原
宮
期
以
後
の

井
戸
や
土
羨
が
あ
る
。
木
簡
は
外
濠
か
ら
二
点
出
土
し
た
。

大
垣
は
調
査
区
南
端
で
四
間
分
の
柱
掘
形
を
検
出
し
た
。
そ
の
規
模
は
、
掘

形
の
一
辺
が

一
・
五
ｍ
、
柱
間
は
二

。
六
六
ｍ
（九
尺
）
等
間
で
、
従
来
の
大
垣

の
所
見
と

一
致
す
る
。
西
面
中
門
は
検
出
で
き
な
か
っ
た
が
、
大
垣
の
柱
掘
形

が
と
ぎ
れ
る
所
か
ら
北
が
中
門
跡
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
官
の
中
軸
線
と
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